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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 44,000 △58.4 △3,213 ― △4,000 ― △2,614 ―

21年3月期第2四半期 105,726 ― 6,446 ― 5,668 ― 3,658 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △21.13 ―

21年3月期第2四半期 29.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 146,032 53,546 36.3 428.40
21年3月期 148,853 55,861 37.2 446.98

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  53,005百万円 21年3月期  55,306百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 5.00 ― 3.00 8.00

22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 104,000 △36.5 2,500 ― 1,000 ― 500 ― 4.04



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお 
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する
定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 123,973,338株 21年3月期  123,973,338株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  245,398株 21年3月期  241,896株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 123,729,518株 21年3月期第2四半期 123,770,568株



当第２四半期におけるステンレス特殊鋼業界は、中国をはじめとした各国政府による内需拡大政策により、前四

半期に引続き輸出市場を中心に数量面では回復基調を持続する展開となり、当第２四半期累計期間の販売数量はリ

ーマンショック前（平成20年度第２四半期累計期間）の約70％程度を回復するまでに到りました。 

一方で、原料価格面では、主原料であるニッケル（LME）がステンレス鋼向けの需要回復を受けて８＄/ポンド台

に上昇したのをはじめ、他の原料価格も前年度下期の急落から上昇に転ずる動きを見せるなど、コスト面において

は厳しい局面となりました。 

販売面では、期を通じて原料価格に見合った販売価格の形成に努めて参りましたが、内外市場ともに本格的な需

要の回復には至っていないという状況下、全体的には原料価格の上昇分を完全にはカバーできず、遺憾ながら経常

損失の計上を余儀無くされました。 

第２四半期累計期間での経営成績は、連結売上高は前年同期比58.4％減の44,000百万円、営業利益は前年同期比

9,659百万円減の△3,213百万円（損失）、経常利益は前年同期比9,668百万円減の△4,000百万円（損失）となりま

した。また、四半期純利益につきましては、前年同期比6,273百万円減の△2,614百万円（損失）となりました。 

  

当第２四半期末の総資産残高は、現金預金の増加や、売上高減少による売掛債権の減少、並びに未収還付法人

税、未収消費税の減少等により前連結会計年度末比2,821百万円減の146,032百万円となりました。また、連結純資

産は四半期純損失の計上と前期配当金の支払い等により、前連結会計年度比2,315百万円減の53,546百万円となり、

当第２四半期末における自己資本比率は36.3％となりました。 

  

今後の当社グループを取り巻く経営環境は、中国をはじめとするアジア市場における経済発展を通じた需要拡大

が引続き期待しうること、内外市場において徐々に価格改定が進んできていることなどに加え、棚卸資産圧縮への

注力の効果等から低価法による評価損発生が前連結会計年度末に比べて限定的になってきていることなど、環境改

善は進みつつあると思われます。しかしながら、各国政府による内需拡大等の経済対策による効果が今後も持続す

るかどうか不透明であることや、国内景気の本格的な回復が未だ見通しにくい状況であることに加えて、原料相場

の不安定な動きが懸念されるなど、厳しい要因も少なくないと考えられます。 

 このような状況を踏まえ、５月８日の公表した通期業績予想及び配当予想については見直しておりません。 

  

該当事項はありません。  

  

１．簡便な会計処理  

採用した簡便な会計処理のうち、重要なものはありません。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

  

（表示方法の変更） 

前第２四半期連結累計期間において、税金費用を「法人税、住民税及び事業税」および「法人税等調整額」

とに区分掲記しておりましたが、当第２四半期連結累計期間では「法人税等合計」に含めて表示しておりま

す。なお、当第２四半期連結累計期間の「法人税等合計」に含まれている「法人税等調整額」は△1,735百万円

であります。  

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,547 7,891

受取手形及び売掛金 17,123 18,648

商品及び製品 6,199 6,182

仕掛品 9,792 7,340

原材料及び貯蔵品 8,391 11,279

その他 2,157 5,555

貸倒引当金 △625 △638

流動資産合計 52,584 56,258

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 15,831 16,233

機械装置及び運搬具（純額） 22,326 23,460

土地 42,068 42,213

その他（純額） 2,034 1,883

有形固定資産合計 82,258 83,789

無形固定資産 1,966 2,165

投資その他の資産   

投資有価証券 5,012 4,137

その他 4,363 2,785

貸倒引当金 △152 △282

投資その他の資産合計 9,223 6,641

固定資産合計 93,447 92,595

資産合計 146,032 148,853



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,629 16,173

短期借入金 17,928 26,727

1年内返済予定の長期借入金 15,106 15,526

未払法人税等 218 27

賞与引当金 924 985

その他 3,364 4,424

流動負債合計 52,170 63,862

固定負債   

長期借入金 27,181 15,917

退職給付引当金 9,618 9,676

その他 3,517 3,537

固定負債合計 40,316 29,129

負債合計 92,486 92,992

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,251 22,251

資本剰余金 7,492 7,492

利益剰余金 19,791 22,776

自己株式 △122 △121

株主資本合計 49,411 52,398

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 489 △191

繰延ヘッジ損益 △0 －

土地再評価差額金 3,127 3,127

為替換算調整勘定 △22 △29

評価・換算差額等合計 3,594 2,908

少数株主持分 541 556

純資産合計 53,546 55,861

負債純資産合計 146,032 148,853



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 105,726 44,000

売上原価 92,270 41,640

売上総利益 13,457 2,360

販売費及び一般管理費 7,011 5,573

営業利益又は営業損失（△） 6,446 △3,213

営業外収益   

受取利息 16 6

受取配当金 105 77

為替差益 108 －

その他 69 151

営業外収益合計 299 235

営業外費用   

支払利息 766 620

為替差損 － 257

その他 311 144

営業外費用合計 1,077 1,022

経常利益又は経常損失（△） 5,668 △4,000

特別利益   

固定資産売却益 4 3

貸倒引当金戻入額 44 79

その他 2 0

特別利益合計 51 82

特別損失   

固定資産除却損 － 85

投資有価証券評価損 568 3

減損損失 － 212

たな卸資産評価損 489 －

その他 32 13

特別損失合計 1,089 314

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

4,629 △4,232

法人税、住民税及び事業税 2,332 －

法人税等調整額 △1,389 －

法人税等合計 943 △1,607

少数株主利益又は少数株主損失（△） 27 △10

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,658 △2,614



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

4,629 △4,232

減価償却費 2,637 2,833

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △68 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △412 △57

受取利息及び受取配当金 △121 △83

支払利息 766 620

投資有価証券評価損益（△は益） 568 3

売上債権の増減額（△は増加） 5,040 1,525

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,537 420

仕入債務の増減額（△は減少） △1,213 △1,543

その他 △523 191

小計 15,841 △324

利息及び配当金の受取額 121 83

利息の支払額 △764 △617

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △6,447 2,092

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,751 1,235

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,444 △1,361

その他 67 190

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,377 △1,171

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,451 △8,806

長期借入れによる収入 － 14,200

長期借入金の返済による支出 △2,169 △3,355

配当金の支払額 △619 △371

少数株主への配当金の支払額 △11 △1

その他 △27 △49

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,277 1,618

現金及び現金同等物に係る換算差額 △158 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61 1,694

現金及び現金同等物の期首残高 5,077 7,803

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,016 9,497



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

ステンレス鋼板及びその加工品セグメント単一ですので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しており

ます。  

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める本邦の割合が、いずれも90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。   

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

   ２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

  
東南 
アジア 

欧州 大洋州 北米 中近東
その他の 
地域 

計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  23,846  3,025  992  966  156  738  29,723

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － － －  105,726

Ⅲ 連結売上高に占める海

外売上高の割合（％） 
 22.6  2.9  0.9  0.9  0.1  0.7  28.1

  
東南 
アジア 

欧州 大洋州 北米 中近東
その他の 
地域 

計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  8,208  763  155  134  3  606  9,869

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － － －  44,000

Ⅲ 連結売上高に占める海

外売上高の割合（％） 
 18.7  1.7  0.4  0.3  0.0  1.4  22.4

（１）国又は地域の区分の方法 地理的近接度による 

（２）各区分に属する主な国又は地域 東南アジア：中国、韓国、タイ、シンガポール、台湾等

  欧州：ドイツ、イギリス、イタリア等 

  大洋州：オーストラリア、ニュージーランド等 

  北米：米国、カナダ等 

  中近東：サウジアラビア、ＵＡＥ、クウェート、カター

ル等 

  その他の地域：エジプト、コロンビア等 



  

 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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